
＜記号の見方＞
難易度（その学校の受験生にとってのレベル）　A・・・標準　　　B・・・難しい　　　C・・・とても難しい
要求される能力　A・・・処理能力（多量速解型学習で対応できる問題）　B・・・思考力（少量熟考型学習でないと対応できない問題）
目新しさ　A・・・普通　　　B・・・目新しい　　C・・・斬新

学校名　桜蔭　時間５５分　（算・理）

分野 難易度 要求される能力 目新しさ
大問１ (1) 計算 A A A

(2) 計算 A A A
(3) 数の性質（日暦） A B A

(4)① 立体図形（表面積） A B A
② 立体図形（表面積） A B A

大問２ (1) 数の性質（N進法） A A A
(2) 数の性質（N進法） A A A
(3) 数の性質（N進法） A A A
(4) 数の性質（N進法） A B A
(5) 数の性質（N進法） A B A

大問３ (1) 条件整理（概数） A B A
(2) 条件整理（概数） A B A

大問４ (1) 数の性質 A A A
(2) 数の性質 A A A
(3) 数の性質 B B A

昨年度の問題との比較
レベル　↑　合否に必要な得点率７５％

合格最低点　非公表

コメント
レベルは去年よりやや高めで、設問の数も増えました。
大問１ 去年よりやや難しいですが、全問正解しなければなりません。
大問２ 3進数であることに気づけば簡単に解けます。
大問３ 桜蔭でたまに出される切り上げ、切り捨ての問題です。数字を適当にあてはめれば簡単に解けます。
大問４ いろいろな学校でさんざん出された公倍数の問題です。(3)は難しくありませんが、計算が面倒です。

※2004年から入試形式が変わります。　
   算・理５５分→算５０分・理３０分　（100点・60点）
　 国・社５５分→国５０分・社３０分　（100点・60点）

合否を分けた１題　大問２
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